
明
治
十
六
年
に
長
野
県
出
身
者
ら
が
、

Ｊ
Ｒ
厚
別
駅
付
近
に
入
植
し
て
、
厚
別

の
開
拓
の
歴
史
は
始
ま
り
ま
し
た
。
当

時
は
、
小
高
い
所
は
森
林
と
ク
マ
イ
ザ

サ
で
お
お
わ
れ
た
密
林
帯
、
低
い
所
は

ヨ
シ
が
一
面
に
生
え
、
そ
の
中
に
ア
カ

ダ
モ（
ハ
ル
ニ
レ
）や
ハ
ン
ノ
キ
な
ど
が

生
い
茂
る
湿
地
帯
だ
っ
た
と
い
わ
れ
て

い
ま
す
。そ
の
後
、各
地
区
で
入
植
と
開

墾
が
進
み
、田
畑
や
牧
草
地
が
広
が
る
農

業
地
帯
と
し
て
発
展
し
て
い
き
ま
し
た
。

昭
和
二
十
五
年
七
月
に
、
厚
別
区
域

を
含
む
白
石
村
が
札
幌
市
と
合
併
。昭

和
三
十
三
年
に
は
、人
口
の
急
増
に
伴
う

住
宅
不
足
の
解
消
策
と
し
て
、
大
規
模

住
宅
団
地
の
造
成
が
始
ま
り
ま
し
た
。こ

れ
が
転
機
と
な
り
、次
々
と
田
畑
や
牧
草

地
が
住
宅
地
な
ど
に
変
わ
り
ま
し
た
。

昭
和
四
十
七
年
に
策
定
さ
れ
た
副
都
心

開
発
基
本
計
画
に
基
づ
き
、都
心
の
商
業
・

業
務
機
能
の
役
割
を
分
担
す
る
副
都
心
と

し
て
、
ふ
さ
わ
し
い
整
備
が
進
め
ら
れ
て

き
ま
し
た
。

青葉町５丁目から見た副都心地区。中央部の道

路が現南郷通、中央右の森が現区役所付近、中央

左の森が現サンピアザ付近（昭和３８年）

昭和４９年１０月、国鉄（現JR）千歳線の短絡化に伴

い、新札幌駅が開業。翌年から、商業施設の建設

など副都心としての整備が始まりました（昭和４８年）

延長

た

平成１２年

２０

３６

５６

１，２１２

９，６４３

１６０

１１，０１５

平成２年

５４

１０８

１６２

４，４９０

１２，７１２

５０

１７，２５２

昭和３５年

３５１

１９６

５４７

６９，７６９

６４，６７１

－

１３４，４４０

（厚別区域）

専業

兼業

総数

田

畑

樹園地

総数

農家数

経営耕
地面積
（単位 a）

時代の流れの中で、人々の暮らしとともに街並みも変ってきました。
のどかな農業地帯が、計画的に整備された副都心を中心とする住宅地へ、
昭和３０年代ころから急速に移り変わった厚別の姿を見てみましょう。

副
都
心
の
歩
み

農
業
王
国
の
面
影（上）厚別中央１条７丁目（現厚別老人福祉セン

ター付近）に広がる水田（昭和４４年）（右）現在の

厚別公園付近のデントコーン畑（昭和４９年ころ）

（資料 昭和３６・平成２・１５年版札幌市統計書）
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